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  様式第３ 

会  議  録 

 

会  議  名 
平成 29 年度第６回野田市老人福祉計画及び介護保険事業計

画推進等委員会 

議題及び議題

毎の公開又は

非公開の別 

１ 第７期野田市老人福祉計画及び介護保険事業計画の答申

の確認について 

２ 第７期野田市老人福祉計画及び介護保険事業計画の策定

について（答申） 

３ 指定介護予防支援業務の委託について 

４ 地域包括支援センターの設置及び介護予防支援事業所の

指定について（非公開） 

５ 地域密着型サービス等（地域密着型通所介護）事業所の

指定について（非公開） 

日    時 
平成 30年２月 14日（水） 

午後１時 30分から午後２時 28分まで 

場    所 野田市役所 ８階大会議室 

出 席 者 氏 名 

 

会 長 金本 秀之 

委 員 渡辺 隆    土田 隆司   秋田 茂 

    加藤 ナホ江  中村 賢    藤井 愛子 

    篠田 恵美子  筑井 正     和子 

    岩井 勝治   山﨑 美紀   白島 智子 

     大用 菜穂子  松田 美奈子    中村 綾子 

      鈴木 清    藤田 進    小松 栄 

     須賀田 貞彦  寺嶋 光子    古曳 孝明 

    妹尾 昭人   丸山 克俊   三輪 秀民 

渡邉 好男 

欠席委員氏名 
委 員 宇佐見 節子  清水 明美   松本 恵美子 

    山本 由紀子 

事 務 局 

鈴 木   有（市長） 

今 村   繁（副市長） 

冨 山 克 彦（保健福祉部長） 

直 井   誠（保健福祉部次長兼高齢者支援課長） 

山 下 敏 也（保健福祉部次長兼介護保険課長） 

根 本 一 弘（生活支援課長） 

小 林 智 彦（障がい者支援課長） 

小 島 信 明（国保年金課長） 

大 塚 盛 也（社会福祉協議会事務局長） 

海老原 孝 雄（保健センター長補佐） 

山 本   茂（高齢者支援課副主幹） 

善 方 浩 子（高齢者支援課長補佐） 
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鈴 木 隆一郎（高齢者支援課高齢者支援係長） 

鈴 木 佑 治（高齢者支援課課主任主事） 

井 上   薫（介護保険課主幹兼課長補佐） 

宮 﨑 英 雄（介護保険課課長補佐） 

東 風 谷 一（介護保険課介護予防係長） 

中 山 理 恵（介護保険課介護認定係長） 

町 田 長 之（介護保険課介護給付係長） 

永 島 徳 子（介護保険課主査） 

小 畑 林太郎（介護保険課主事） 

林   晋 也（介護保険課主事） 

野 口 舞 子（介護保険課主事） 

青 木 正 人（株式会社ぎょうせい研究員） 

亀 井 恵美子（株式会社ぎょうせい研究員） 

加倉井 直 毅（株式会社ぎょうせい主査） 

傍 聴 者 １名 

非公開の事由 

介護予防支援事業所及び地域密着型事業所等の指定等に関し

て、個人情報に関する箇所があること及び事業所の指定に関

して公平な審議を行うため 

議    事 
平成 29 年度第６回野田市老人福祉計画及び介護保険事業計

画推進等委員会の会議結果（概要）は次のとおりです。 

金本会長 

 

 

 

 

 

金本会長 

 

 

 

 

妹尾委員 

 

 

保健福祉部次

長兼介護保険

課長 

 

金本会長 

 

保健福祉部次

長兼介護保険

平成 30年２月 14日 午後１時 30分、開会を宣言 

会議の成立について報告した。 

会議録作成のための録音機を使用することについて了解を

得た。 

会議の公開及び傍聴について説明した。 

  

議題１ 第７期野田市老人福祉計画及び介護保険事業計画

の答申の確認について 

議題１について事務局から説明を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

 

答申案の第３章、計画の基本的な考え方の中で「需要に応

じた」とあるが、「必要」と変えた方が好ましいのではないか。 

 

事務局としての考え方を示すまで、少し時間を頂きたい。 

 

 

 

了承した。 

 

文言として「需要」が好ましくなければ、「必要」と修正す

ることに違和感はない。 
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課長 

 

丸山委員 

 

 

妹尾委員 

 

 

 

白島委員 

 

 

 

妹尾委員 

 

金本会長 

 

 

 

 

保健福祉部次

長兼介護保険

課長 

 

金本会長 

 

 

 

金本会長 

 

 

 

金本会長 

 

 

 

 

金本会長 

 

 

 

鈴木市長 

委員に検討いただきたい。 

 

辞書を引いたところ、「需要」と「必要」に大きな相違はな

い。「需要」でも問題ないのではないか。 

 

市民に向けての言葉として「需要」ではなく、「必要」が適

切だと考えるが、他の委員の賛同がなければ、「需要」として

も構わない。 

 

介護保険サービスは被保険者である市民と、保険者である

行政があって成立するものであるので、「需要」は適切な文言

であると考える。 

 

了承した。 

 

事務局には、こうした意見があったことは明記しておいて

いただきたい。 

その他、意見を問うた。 

委員から意見無し。 

 

委員名簿について一部誤りがあるため、修正の上、委員に

再送付する予定である。 

 

 

答申の確認についての了承を委員に問うた。 

 

＜異議無し多数＞ 

 

答申書の文面は自分に一任頂くことで良いか。 

 

＜異議無し多数＞ 

 

答申書の文面の確認に時間を要するため、しばしの休憩を

宣言 

 

≪休憩≫ 

 

第７期野田市老人福祉計画及び介護保険事業計画の策定に

ついて答申する。 

答申書を鈴木市長に手交 

 

答申を頂いたことに御礼申し上げる。 
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金本会長 

 

 

金本会長 

 

 

 

 

 

金本会長 

 

 

金本会長 

 

保健福祉部次

長兼介護保険

課長 

 

金本会長 

 

この計画は、野田市にとって重要な施策となると考えるの

で、引き続き委員の皆さんには御協力を頂きたい。 

 

市長退室 

 

議題３ 指定介護予防支援業務の委託について 

議題３について事務局から説明を受けた。 

 

委員に意見を問うた。 

意見無し。 

議題３について、了承として良いか。 

 

＜異議無し多数＞ 

 

議題４及び５については野田市情報公開条例第６条に基づ

き非公開 

 

議題６ その他について事務局に説明を求めた。 

 

次年度の予定について 

次年度の委員会は２回から３回の開催予定 

 

 

午後２時 28分閉会を宣言 

 


